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石井光治 ･金本大成 ･中田 実
(九大 ･歯)
校合機能と密接な関連をもつ顎関節と歯の形態
杏,3次元的に解析し両者の関係を明らかにする
ことを目的として,この研究を開始した｡
京都大学霊長籾研究所を初めて利用する本年度
は,まず予備調査の目的で同研究所を訪問し,以
下の項目を明らかにすることにj:り,今後の研究
の方向付けを行うこととした｡
①霊長塀の乾燥頭蓋で陸別 ･年齢 ･生育歴が明白
なものなどのくらい確保できるか｡
②乾燥頭蓋のⅩ線紋格写共投影が可能かどうか｡
③乾燥頭蓋の顎関節頭 ･顎関節窟 ･歯列の印象採
得が可能かどうか｡
著者らは平成元年6月15日から3日間,京都大
学霊長塀研究所を訪問した結果,次の事が明ら
かになった｡
①京都大学霊長研研究所には,20-30種杭の霊長
塀の乾燥頭蓋が保有されていた｡そのうち最も
多いものがMff(ニホンザル)で約500体存在し
た｡しかしそのうち半数以上は生育歴が不明で
あった｡残りについては,飼育所に問い合わせ
ることで,生年月日と死亡年月日がわかるとの
ことであった｡このことからMff研究対象とす
ることにした｡
②研究所所有のⅩ線投影装正だけでは.預部Ⅹ線
規格写共投影についての充分な再現性や柄皮が
得られないことがわかった｡頭部Ⅹ線規格写真
投影については今後の課題とした｡
③通常歯科領域で行っている精密印象採得が乾燥
頭蓋の顎関節研 ･顎関節拓 ･歯列においても可
能であった｡また柄皮の高い印象を採待するた
めに.
1)印象材撤去時の変形を防ぐため,細かい尾や
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